
　秋田県北部に位置する大館市内の顧客に向け、LPガス供給を中心に事業
展開する古家燃料株式会社。灯油の販売のほか設備工事部門を持ち、管工
事をはじめ水廻りの修理・工事、機器工事も自社で行っている。設立から60
年、長きに渡り取り引きが続く古くからの顧客が多い。

古家燃料株式会社

　申請の理由は、「業務の合理化」と「人員の有効活用」。働き方改革により大
幅に休日を増やしたことで労働時間の減少を招き、人員不足に陥った。さら
にコロナ禍で顧客とのコミュニケーションが激減するなど、業務上の問題点
が生じたことでシステムの導入に踏み切ったという。
　LPWA通信システム導入により、自動検針や料金請求、残量管理、保安管
理などその機能を積極的に活用。特に自動検針・自動請求では、遠隔地や夜
しか在宅していない顧客に対して集金から口座振替に変更を依頼し合理化を
図った。現地に訪問する必要がなくなったことで社員の残業が減り、働き方改

革の一助となった。
　「従来は検針・点検は2人体
制で行っていましたが、現在の
実行体制は訪問・営業業務を5
人（営業4人・事務1人）で実施し
ています。以前は個々のお客さ
まに対して十分なコミュニケー
ションがとれませんでしたが、現
在はお客さまと余裕をもって接
することができるようになり『今
までより詳しく説明してもらえ
た』とのうれしい声も届きまし
た」と山下課長。検針に費やして

合理化で顧客サービスが向上、働き方改革の一助にも

左から、東洋計器・浅野所長、古家燃料・古家社長、
同・山下ガス課長。先代の掛け軸とともに（社長室にて）

（秋田県大館市）
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いた人員を保安や顧客サービスに充てたことで、機器の売り上げが増加した
という。また、導入に際する周知には「集中監視システム」という文言は使用
せずに「自動検針システム」とした。「見張られてるみたいで怖いかな？」との
顧客への配慮を欠かさない会社の姿勢が表れている。
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　メーカーはガスメーターと同じ東
洋計器を選定。通信機器の管理から
自動振替まで一元化できることや、窓
口が従来の担当者であることも決め
手になったという。申請はメーカー担
当者から補助金の情報や助言など得
て非常にスムーズだったと振り返り、
同社とメーカーとの厚い信頼関係が
うかがえた。
　しかし、半導体不足により機器の納
品が遅れ、設置作業が積雪期に重なったことは想定外だったという。通常15
分ほどで終わる作業が、雪を掘る作業が加わったことで倍以上の時間を要
し、休日返上で設置作業を実施。さらに検針や通常業務が重なり多忙を極め
たが、2月になると自動検針が稼働したため社員に余裕がうまれ、工事完了後
に代休を取ったと振り返る。　

　「メーカーを一元化した時期がパソコンの替え時と重なり、同時にシステム
を変えたことも良かったです。現在行っている取り付け作業が終われば75％
に設置完了となるので、次の申請ではゴールド認定を目指します」と古家社
長は締めくくった。

メーカーと二人三脚での導入、そして積雪期の設置作業

今後の展望と申請予定者へのアドバイス

自
動
検
針
シ
ス
テ
ム

いた人員を保安や顧客サービスに充てたことで、機器の売り上げが増加した
という。また、導入に際する周知には「集中監視システム」という文言は使用
せずに「自動検針システム」とした。「見張られてるみたいで怖いかな？」との
顧客への配慮を欠かさない会社の姿勢が表れている。








